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－  宮城の将来ビジョン －  

平成 21 年県民意識調査 
 

日ごろ県政の推進につきまして，御理解と御協力をいただき厚くお礼申し上げ

ます。 

さて，宮城県では，「富県共創！活力とやすらぎの邦
くに

づくり」を県政運営の理

念に掲げ，平成１９年３月に作成しました「宮城の将来ビジョン」の実現を目指

し，さまざまな取組を重点的に行っております。 

この調査は，このような県の取組について，県民の皆様の認知度・関心度・重

視度・満足度，優先すべきと思う項目，さらには宮城の食・治安などといったテ

ーマに関する御意見・御感想をお聞きし，その結果を県の施策評価や企画立案に

当たっての重要な情報として活用させていただくとともに，「宮城の将来ビジョ

ン」の着実な推進に向けて，今後の県政運営に反映させたいと考えております。 

お忙しいところお手数ですが，この調査の趣旨を御理解いただき，御協力くだ

さるようお願いいたします。 
 

平成２１年３月 
 

県民の皆様 

          宮城県知事   村 井 嘉 浩 
 

 

◆  調査対象者の選び方 
県内にお住まいの２０歳以上の方４,０００人を，選挙人名簿から無作為に抽

出させていただきました。 

 

 
調査をお願いした御本人（封筒のあて名となっている方）がお答えください。 

質問は４ページから始まります。できるだけすべての質問にお答えくださる

ようお願いします。 

なお，記入の際は，濃いえんぴつ，ボールペンなどを御使用ください。 

また，いったん記入した内容を訂正する場合，方法は問いませんが，訂正後

の回答がはっきりわかるようにしてください。  

 

 
記入いただいた調査票は，同封しました返信用封筒に入れ，３月２３日（月）

までに，切手をはらずにそのままポストに投函してください。 

なお，調査は無記名で行われ，かつ，調査結果は統計的に処理するとともに，

調査目的以外には利用いたしませんので，皆様のありのままの御意見を御記入

くださるようお願いいたします。 

 
 

 

調査に関する問い合わせは，こちらまでお願いします。 
 
宮城県企画部行政評価室 
〒980-8570 宮城県仙台市青葉区本町３－８－１ 

電    話：０２２－２１１－２４０６（直通） 

ファックス：０２２－２１１－２４９３ 

電子メール：g-hyoka@pref.miyagi.jp 

ホームページ URL： http://www.pref.miyagi.jp/hyoka/ 

◆ 調査対象者の選び方  

◆ 調査回答の方法  

◆ 記入いただいた調査票について  
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 取組１ 地域経済を力強くけん引するものづくり産業（製造業）の振興  
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 県は今年度，こんな取組を主に行ってきました。 

○各地方振興事務所が企業のニーズの把握・発掘及び相談への対応を的確かつ迅速に展開する「御用聞き１・２・３

プラン」を実施するなど，富県宮城の実現に向けた産業活動を支援しています。 

○県内企業のものづくり基盤技術の高度化やナノテク等の先端技術の地域定着を図るため，地域の大学，高専等と

連携し，県内企業の技術力の向上や先端技術の実用化を支援しています。 

○自動車関連産業の集積を目指し，市場開拓に向けて専門員の配置や名古屋産業立地センターの設置により，企

業ニーズの把握と情報提供に取り組むとともに，経営革新や技術向上を支援しています。 

○産業集積の拠点を形成するため，積極的な企業誘致を行った結果，昨年度の第二仙台北部中核工業団地及び大

和リサーチパークへの２件の大型企業と関連企業の誘致に引き続き，今年度は仙台北部中核工業団地及び大和

流通・工業団地においても自動車関連企業の大型立地が決定しました。 

○設備投資を行う場合の初期負担を軽減し，県内での設備投資を更に促進させるため，県内で工場の新設・増設を

行った企業に対する従来の企業立地奨励金を大幅に拡充するとともに，県税の新しい優遇制度を創設しました。 

○自動車及び高度電子機械関連事業に取り組む中小企業等に対し，信用保証料負担の軽減を行い，資金融通の円

滑化を図っています。 

○高度電子機械産業の集積を目指し，地域企業との連携を推進するとともに，マッチング支援により，県内企業の新

分野進出や取引拡大を支援しています。 

※このことに対するあなたの認知度（問１）・関心度（問２）を教えてください。 

問１ １ 知っている   ２ ある程度知っている    ３ あまり知らない    ４ 知らない 

問２ １ 関心がある   ２ ある程度関心がある   ３ あまり関心がない  ４ 関心がない 

※このことに対するあなたの重視度（問３）・満足度（問４）を教えてください。 

問３ １ 重要   ２ やや重要   ３ あまり重要ではない   ４ 重要ではない   ５ わからない  

問４ １ 満足   ２ やや満足   ３ やや不満            ４ 不満         ５ わからない 

 

■ 目標とする宮城の姿 

○高度電子機械，自動車関連産業において，技術力の向上や集積が進み，生産性が上がり多くの雇用と税収をもた

らしています。 

○高度電子機械，自動車関連産業のほか，多くの雇用と税収をもたらす競争力を有する企業や次代の日本経済をけ

ん引する企業の集積が進んでいます。 

問５ 目標実現のため県として行う項目 ＜特に優先すべきと思う項目の記号に○（複数選択可）＞ 

 みやぎ産業振興機構などの産業支援機関と連携して行う，県内製造業の技術力，営業力，販売

力などの強化への支援 
ア 

自動車関連産業を活発にするための下地となる県内製造業の技術力の向上や設備投資への支

援や隣接県の試験研究機関との連携による技術開発への支援 
イ 

岩手・山形県等と連携して関東・東海圏域で商談会を開催するなど，受注機会の拡大促進 ウ 

光関連産業や生活福祉関連産業など市場拡大が期待される分野での，技術開発や製品開発へ

の取組支援 
エ 

半導体関連産業など経済波及効果の高い業種や，雇用増加につながる業種などを中心とした，

地域経済の核となる企業の誘致促進 
オ 

 
高度電子機械産業，自動車関連産業など経済波及効果の高い業種の企業

誘致や，市場拡大が期待される分野での新製品開発や取引拡大等の支援

に取り組み，県内製造業の振興を目指します。 

取組概要 



 
  

 

 

 
 
 

 １ 宮城の食について  
 
問１：現在，日本の食料自給率※はカロリーベースで約４０％であり，また，食材別に見た場合， 
１００％国内で自給できているものは米のみとなっています。 
この現状を考慮して，あなたは，食料自給率を高める必要があると思いますか。 
１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 
１ 高めるべき     ２ どちらかといえば高めるべき 
３ 現状維持でよい   ４ 現状より低くなっても構わない    ５ わからない 
 

※食料自給率：私たちが食べている食料のうち，どのくらいが日本で作られているかという割合（農林水産省調べ） 
【参考】 ・宮城県の食料自給率（平成 18年度概算値，平成 20年３月 農林水産省公表）：約７９％ 
    ・世界の飢餓人口（平成 19年時点，世界保健機関（WHO）平成 20年９月公表）：約９億 2,3000万人 

   

 
問２：あなたは，食料自給率を高めていくためには，どのような取組が必要だと思いますか。 
１から９のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 
 
１ 日本型食生活（お米を中心とし，野菜・肉・魚介類をバランスよく食べる食生活）の実践など， 
「食育」を推進する  

２ 地元でとれた食材をもっと使用する 
３ 食べ残しや食品廃棄物を減らす（食料の無駄をなくし，過剰な食料輸入を減らす） 
４ 米粉パンやめんなど，米の新たな加工品の開発と利用を増やす 
５ 農業や漁業を盛んにして，生産量を増やす 
６ 輸入に頼っている家畜のエサ（飼料）の国内での生産量を増やす 
７ 何も作付けされていない農地を有効に活用する 
８ その他（                          ）   
９ わからない 

     
 
問３：あなたは，「地産地消」という言葉を知っていますか。 
１から３のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 
１ 意味まで知っている   ２ 言葉は聞いたことがある   ３  知らない(初めて聞いた) 
 

 
問４：近年，生産者の顔が見えるという安心感から，地元で生産された食品(食材)への関心が高ま 
っていますが，あなたは，宮城県産の食品(食材)を購入していますか。 
１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 
１ 購入している            ２ どちらかといえば購入している 
３ どちらかといえば購入していない   ４  購入していない 
５  わからない 

   
付問１：問４で【１】又は【２】を選んだ方にお聞きします。 
    あなたが，宮城県産の食品(食材)を選ぶ際に，意識するのはどのような点ですか。 

１から 10 のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 
 

        １ 鮮 度      ２ 安全性（信頼感）  ３ 価 格         ４ 旬（季節感）  
５  味           ６ 色や形            ７ 親近感・消費拡大 
８ 意識していない  ９ その他（              ）   10 わからない 

 
 

次の４つのテーマについてお聞きします 



 
  

 

 ２ 宮城の治安について  
 
問５：あなたは，日常生活を送る上で，治安についてどのように感じていますか。 

     １から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

  

    １ 良い              ２ どちらかといえば良い 

３ どちらかといえば悪い      ４ 悪い           ５ わからない 

 

   付問１：問５で【１】又は【２】を選んだ方にお聞きします。 

       あなたが日常生活を送る上で治安が良い（どちらかといえば良い）と感じる理由は何ですか。 

       １から８のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

       １ 以前に比べて事件事故が少なくなってきたと感じるから 

       ２ 自分の身近に事件事故の発生がないから 

       ３ 安全安心に関する地域ボランティア活動が活発になってきたから 

       ４ 個人の規範意識が高まってきたから 

       ５ 警察官によるパトロール活動等が活発になってきたから 

       ６ 地域社会における連携が強化されてきたから 

       ７ その他（                         ）    

８ わからない 

 
   付問２：問５で【３】又は【４】を選んだ方にお聞きします。 

       あなたが日常生活を送る上で治安が悪い（どちらかといえば悪い）と感じる理由は何ですか。 

       １から８のうち，あてはまる番号を２つまで選び○をつけてください。 

 

       １ 以前に比べて事件事故が多くなってきたと感じるから 

       ２ 自分の身近で事件事故が発生したから 

       ３ 安全安心に関する地域ボランティア活動が十分ではないから 

       ４ 個人の規範意識が弱まったから 

       ５ 警察官によるパトロール活動等が十分ではないから 

       ６ 地域社会における連携が弱まったから 

       ７ その他（                         ） 

       ８ わからない 

 

 

問６：あなたは，治安を向上させるために，どのような対策が必要だと思いますか。 

     １から 11 のうち，あてはまる番号を３つまで選び○をつけてください。 

  

    １ 空き巣等の侵入犯罪の抑止        ２ ひったくり等の街頭犯罪の抑止 

３ 子ども，女性，高齢者に対する犯罪の抑止  ４ 少年非行の抑止 

５ 暴力団，外国人犯罪の取締り       ６ 交通事故の抑止対策や飲酒運転の根絶対策 

７ パトロール等の街頭活動の強化      ８ 家庭や事業者への巡回連絡活動の強化 

９ 防犯カメラや街路灯等の防犯環境整備 

10 その他（                            ）  

11 わからない 

 
 



 
  

 

 ３ 暮らしと環境について  
 

問７：あなたは，環境問題に対してどのような考えや意見を持っていますか。 

１から８のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。 

 

１ 環境保全に関する活動に積極的に参加したいと思う  

２ 個人の行動がどの程度環境保全に役立つのかわからない 

３ 自分の日常生活も環境が悪化している原因の一つだと思う 

４ 環境問題は自分自身に影響があるとは考えにくい 

５ 環境問題の多くは科学技術の発展によって解決できると思う 

６ 環境保全のために産業や技術の発展が妨げられないか心配だ 

７ １から６のうちあてはまる考えや意見はない    ８ わからない 

 

 

  問８：環境保全の取組として，あなたが，日常生活の中でいつも行っていることはありますか。 

１から 15 のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。 

 

１ 冷暖房の使用ではエネルギーを節減する  ２ 買い物の時にレジ袋をもらわない 

３ 物は修理して長く使う          ４ 地域の組織に参加して集団資源回収を行う 

５ 余暇には自然と触れ合うように心がける   ６ 地域の美化活動に参加する 

７ お風呂の残り湯を洗濯や掃除に使う    ８ マイカーよりも公共交通機関を利用する 

９ NPO の環境保全活動に参加する       ;10 買い物の時に省エネ商品を選ぶ 

11 買い物の時に環境にやさしい商品を選ぶ   12 生ゴミはたい肥化したりする 

13 不用品をフリーマーケットなどで再利用やリサイクルする   

14 １から 13 のうちいつも行っているものはない   15 わからない 

 

 

問９：あなたは，「地球温暖化」が身近な環境問題だと感じていますか。 

１から５のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 身近な問題だ              ２ どちらかといえば身近な問題だ 

３ どちらかといえば身近な問題ではない   ４ 身近な問題ではない   

５ 考えたことがない 

 

付問１：あなたは，地球温暖化防止を意識し，また，そのための行動をしていますか。 

１から６のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 意識して積極的に行動している   ２ 意識しており，できる範囲で行動している 

３ 意識はしているが，あまり行動はしていない 

４ 意識はしているが，行動はしていない 

５ 意識していない          ６ わからない 

 
 
問10：あなたが，地球温暖化防止のため，県に最も期待する取組は何ですか。 

１から６のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 広報活動により地球温暖化への意識を高め，自主的な行動を促す 

２ 学校や地域等で，地球温暖化について学ぶ機会を増やす 

３ 省エネ型製品の購入や住宅用太陽光発電機器の設置等に対して補助を行う 

４ 地球温暖化につながるような行動等を規制する 

５ 県に期待する取組はない    ６ わからない 

 

見本 



 
  

 

 ４ 景観の保全・形成について  
 
問 11：「良好な景観をまもる」，「良好な景観をつくる」といった取組が行われていますが，あなたは， 

「景観」と言われた場合，その対象としてどのようなものをイメージしますか。 

１から６のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。 

 

１ 山並み，海岸，湖沼，里山，田園などの自然風景 

２ 歴史的な建造物や街並みの風景 

３ 整備された街並み，住宅地，公園などの風景 

４ 祭り，伝統芸能，イベントなどの風景 

５ その他（                             ） 

６ わからない 
 

 

問 12：県内の景観の状況について，あなたは，どのように感じていますか。 

１から６のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

１ 開発，広告物のはんらんなどにより，県内の景観が損なわれており，全県的な対策が必要だ 

２ 一部に景観が損なわれている地域・箇所があり，部分的には対策が必要だ 

３ 景観が損なわれていると感じてはいるが，対策が必要なほどではない 

４ 景観が損なわれているとは感じていない 

５ その他（                             ）  

６ わからない 

 

 

  問 13：「良好な景観をまもる」,「良好な景観をつくる」ため，県が取り組む必要があり，効果が 

     あると思う対策は何ですか。 

１から 11 のうち，あてはまる番号を３つまで選び○をつけてください。 

 

１ 普及活動（チラシの配布，シンポジウム・イベントの開催など） 

２ 景観づくりに取り組んでいる人や団体への表彰 

３ 優れた景観の選定・紹介 

４ 景観づくりに取り組んでいる団体や市町村への支援 

５ 景観アドバイザーなどの紹介・派遣 

６ 景観に関する教育（小中学校など）への支援 

７ 歴史的な建造物・樹木などの保全 

８ 屋外広告物（看板，のぼりなど）の規制 

９ 土地利用（周囲の景観に影響を及ぼす建築など）の規制 

10 その他（                              ） 

11 わからない 

 

見本 



 
  

 

 

 

 
 問１：性別（１，２どちらかに○）    １ 男    ２ 女 

 

 

 

 問２：今現在の年齢           満                歳 

 

 

 

 問３：お住まいの市町村名      （      ）市･区･町･村 

※ 仙台市在住の方は区名を記入願います。 

 

 

 

 問４：あなたの職業について，１から７のうち，あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 
  

※ 【２】にあてはまる方は，さらに【2-1】から【2-4】のあてはまる番号に○をつけてください。 

※ どこにあてはまるかわからない場合には【７】を選び，（ ）に具体的に記入してください。 

 

１  自営業主・家族従業者 

２  被用者 

（2-1 会社員   2-2 公務員・行政法人職員   2-3 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ･ﾌﾘｰﾀｰ  

2-4 その他（                        ）） 

３  企業役員・団体代表等 

４  専業主婦（主夫） 

５  学生 

６  無職 

７  その他（                          ） 

 

  付問１：問４で【１】【２】【３】【７】を選んだ方にお聞きします。 

       ※ 問４でそれ以外（【４】【５】【６】）を選んだ方は問５に進んでください。 

あなたの今現在の仕事の内容について，１から 14 のうち，あてはまる番号を１つ選び○を 

つけてください。 
 
※ 複数の職業をお持ちの場合は，最も従事割合の高いものを選んでください。 

 

１ 農業     ２ 林業     ３ 水産漁業    ４ 土木・建築業 

５ 製造業    ６ 電気・ガス・水道業        ７ 情報・通信業 

８ 運輸業    ９ 卸・小売業    10 金融・保険・不動産業 

11 飲食・宿泊・その他サービス業    12 医療・福祉関連業 

13 教育・学習関連業  

14 その他（                                    ） 

 

最後に，あなた御自身のこと・この調査に対する御意見などをお聞きします 



 
  

 

 

問５：あなたを含めて同居の御家族は何人ですか。 

 

   （       ）人 

 

 

  付問１：同居の御家族（あなたも含めます）の中に，以下の方はいらっしゃいますか。 

１から７のうち，あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。 
 
 

１ 乳幼児（小学校就学前の子）  ２ 小学生     ３ 中学生  

４ 高校生            ５ 大学生（各種学校含む） 

６ ６５歳以上の方        ７ １から６にあてはまる者はいない 

 

 

 

 問６ あなたは，宮城県にお住まいになって通算何年になりますか。  

 

     通算（     ）年 

 

 

 

問７ 県政全般について，御意見，御要望などがございましたら下の枠内に御自由に記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
  

 
問８：この調査についてどのように感じましたか。 
下記のそれぞれの項目について，あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 

 
① 設問の量 
 
   ア 少ない     イ ちょうど良い     ウ 多い 
 
 
② 文章説明のわかりやすさ 
 
   ア わかりやすい    イ ふつう    ウ わかりにくい 
 
 
③ 文字の量 
 
   ア 少ない     イ ちょうど良い     ウ 多い 
 
 
④ 記入方法のわかりやすさ 
 
   ア わかりやすい    イ ふつう    ウ わかりにくい 
 
 
問９：この調査に回答するために，合計でどのくらいの時間がかかりましたか。 
あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 

 
  ア 30 分未満     イ 30 分～1 時間未満     ウ 1 時間～1 時間 30 分未満 
 
  エ 1 時間 30 分～2時間未満     オ 2 時間～2時間 30 分未満 
 
  カ 2 時間 30 分～3時間未満     キ 3 時間～3時間 30 分未満 
 
  ク 3 時間 30 分～4時間未満     ケ 4 時間以上 
 
 
問 10：この調査に参加したことにより，県内で行われているさまざまな取組について理解が深まったと 
思いますか。あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 

 
  ア 大いに理解が深まった    イ 少し理解が深まった    ウ 前と変わらなかった 
 
 
問 11：この調査は，県民の意見を県政に反映させる方法として適切だと思いますか。 
あてはまる選択肢を１つ選び○をつけてください。 

 
  ア 適切である             イ どちらかといえば適切である 
 
  ウ どちらかといえば適切ではない    エ 適切ではない 
 
  ※【ウ】又は【エ】とお答えいただいた方にお聞きします。 
    あなたは，県民の意見を県政に反映させる方法として，どのような方法が望ましいと思いますか。 
    御意見・アイディアなどがございましたら御記入願います。 
 
 
 

 

 

 

<< 御協力ありがとうございました >> 
御回答いただいた調査票は３月２３日（月）までに御投函してください。 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民意識調査 調査票 

平成 21 年３月 宮城県 

 

この調査票は 4,300 部作成し，1 部当たりの印刷単価は 38 円です。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

富県共創！ 

活力とやすらぎの邦づくり 

この調査の結果は，平成２１年７月中旬ごろ，県ホームページ（アドレス   

http://www.pref.miyagi.jp/hyoka）や県政情報センター，各地方振興事務所及び各地域事務所

県政情報コーナー（仙台地方振興事務所は除きます。）でお知らせする予定です。 

エコマーク等 

回答への御協力ありがとうございました。 
 

ご記入いただいた調査票は， 

３月２３日（月）までに 

同封の返信用封筒に入れ， 

ポストに御投函ください。 

（切手は不要です。） 

くに 


